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時
代

法住寺殿・方広寺関係のこと
がら

恭明宮関係のことがら 博物館関係のことがら
関係する
できごと

平
安

永暦2年(1161)4.13後白河上皇により
法住寺殿を造営｡
長寛2年(1164)12.17平清盛が三十三
間堂を造営｡

1167年平清盛が
太政大臣となる｡

桃
山

天正16年(1588)5.15豊臣秀吉により
大仏殿造営｡文禄4年(1595)閏7.13大
仏殿ほぼ完成するが、地震により大
破。

1585年豊臣秀吉
が関白となる。
1587年聚楽第を
造営。

慶長4年(1599)5.7豊臣秀頼により大
仏殿再建｡慶長7年(1602)12.4鋳造中
大仏から出火し大仏殿焼亡。
慶長14年(1609)大仏殿再々建、５年
後に完成。

1598年豊臣秀吉
が死去。1600年
関ヶ原の戦い。
1615年大坂夏の
陣。豊臣氏滅亡。

寛政10年(1798)7.2落雷のため本堂
（大仏殿）･楼門・回廊が焼亡。
天保年間(1830～43)半身像と仮堂を
再建。

明治3年(1870)方広寺敷地の大部分
を明治政府が公収。
翌年4.2鐘楼を解体〔坊目誌〕。

明治2年(1869)1.20恭明宮が計画
される。
明治3年(1870)3.18地鎮、翌年５月
に完成〔中御門経緯日記〕。

1868年明治維
新。同年明治天
皇が東幸する。

明治８年(1875)12.25方広寺跡に豊
國神社造営を明治政府が命じる。翌
年、場所を決定〔豊国神社誌〕。

明治６年(1873)3.14恭明宮の機能
を停止する〔明治天皇記〕。

明治９年(1876)7月頃､造営卜定地内
に仮拝所設け、恭明宮一局を仮社務
所とする。

明治９年(1876)3.23恭明宮建物の
管理が宮内省から京都府に移管
される〔府庁文書〕｡

明治12年(1879)４旧恭明宮一局を神
社に払下げる。
明治13年(1880)2.26豊国神社が遷
宮。明治17年(1884)現位置に鐘楼を
再建する〔豊国神社誌〕。

京都府は建物を入札にかけ、明
治11(1878)までに売却〔府庁文
書〕。建物用材は豊国神社建設に
再利用され、残余は府下小学校な
どに利用される。住居棟の一部は
盲唖院に移築される

明治22年(1889)5.16｢帝国京都博物
館｣の設置が公布される。敷地は旧恭
明宮跡地に決まる〔京博97〕。

1889年大日本帝
国憲法発布。

明治28年(1895)3.4崩門(三十三間堂
西門)を東寺へ移築〔東寺略史〕。

明治25年(1892)4.4造営工事を開始。
明治28年(1895)10.31本館が完成。明
治30年(1897)5.1開館。その後、｢京都
帝室博物館｣と改称〔京博97〕。

1894年日清戦争
起こる。
1895年七条通を
拡幅、その後市
電を敷設する。

大
正

大正13年(1924)博物館を京都市に下
賜し、「恩賜京都博物館」と改称〔京博
97〕。

1924年大正天皇
が結婚する｡

昭
和

昭和48年(1973)3.28方広寺が放火に
より焼亡｡

昭和27年(1952)国に移管し、｢京都国
立博物館｣と改称する。
昭和40年(1965)新館を建設する〔京博
97〕。

1965年法住寺殿
域の発掘調査を
開始。1978年方
広寺石塁の発掘
調査。

平
成

平成21年(2009)新館の再建開始。
平成25年(2013)新館再建完成、翌年
開館。

1994年博物館構
内の発掘調査開
始。

江
戸
時
代

明
治
時
代

表1　法住寺殿・方広寺・恭明宮に関連した略年表(京博97：京都国立博物館編『京都国立博物館百年史』)表 1　法住寺殿・方広寺・恭明宮に関連した略年表（京都国立博物館編『京都国立博物館百年史』）
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図 2　2015 年度調査地と遺構図
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図３　江戸～明治時代の遺構概要図（1：1000）図 3　江戸〜明治時代の遺構概要図（1：1000）
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図 4　「恭明宮造営出来形絵図」『中御門家文書恭明宮関連書類』（早稲田大学蔵）
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図5　恭明宮指図と明治期遺構概要図（1：1200）
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図 5　恭明宮指図と明治期遺構概要図（1：1200）


